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一

震
災
後
の
名
歌
手
ラ
ー
フ
と

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
歌
劇
『
イ
ド
メ
ネ
オ
』
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一
七
五
五
年
万
聖
節
の
巨
大
地
震
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
音
楽
家
レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
に
も
、
一
抹
の
動
揺
を
及
ぼ
し
た
。

当
地
で
の
震
動
は
感
知
さ
れ
ぬ
程
度
で
あ
っ
た
が
、
レ
オ
ポ
ル
ド
が
と
く
に
不
安
を
抱
い
た
の
は
、
妻
ア
ン
ア
ン
・
マ
リ
ア
の
胎
中
に
息

子
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
が
宿
る
か
ら
で
あ
る
。
地
震
の
衝
撃
を
受
け
る
と
、
妊
婦
は
早
産
し
や
す
い
、
と
の
俗
信
が
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
は
存
し
た
ら
し
い
。
広
く
親
し
ま
れ
る
知
ら
れ
る
器
楽
曲
『
橇
乗
り
』
を
こ
の
年
作
曲
し
た
彼
は
、
主
著
『
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
法
』

そ
り

の
印
刷
に
つ
い
て
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
の
印
刷
業
者
ル
タ
ー
と
折
衝
を
重
ね
て
い
た
。
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
と
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
生
誕
に
係
わ
る

記
述
と
し
て
、
ル
タ
ー
に
宛
て
た
一
連
の
書
簡
を
抄
訳
す
る
。

レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

一
七
五
五
年
十
二
月
十
五
日
付
書
簡

宛
先

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
、
ヨ
ハ
ン
・
ヤ
コ
ブ
・
ロ
ッ
タ
ー

発
信

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

・
・
・
最
愛
の
奥
様
が
ま
も
な
く
出
産
の
重
荷
か
ら
無
事
解
放
さ
れ
、
嬉
し
く
も
元
気
な
お
姿
に
戻
ら
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
貴
家

の
慶
福
を
同
じ
く
祈
る
わ
が
妻
も
、
そ
う
し
た
難
行
を
明
年
一
月
末
に
控
え
て
い
ま
す
。・
・
・

レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

一
七
五
五
年
十
二
月
二
九
日
付
書
簡

宛
先

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
、
ヨ
ハ
ン
・
ヤ
コ
ブ
・
ロ
ッ
タ
ー

発
信

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

親
愛
な
る
わ
が
友
へ
！

新
し
き
年
を
慶
賀
し
、

誕
生
さ
れ
た
ご
子
息
の
ご
多
幸
を
祈
る
！

奥
様
が
予
定
よ
り
早
く
出
産
の
重
荷
を
無
事
降
ろ
さ
れ
た
こ
と
を
、
わ
が
妻
と
と
も
に
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ

に
お
け
る
地
震
の
衝
撃
が
お
そ
ら
く
早
産
の
原
因
で
し
ょ
う
。
驚
倒
す
る
と
早
産
し
や
す
い
と
、
一
般
に
申
し
ま
す
。
ど
ん
な
地
震
だ
っ

た
の
で
す
か
。
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
の
情
報
だ
け
で
す
が
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
、
イ
ン
ゴ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
そ
の
ほ
か
各
地
が

が
揺
れ
た
よ
う
で
す
。
酔
人
が
川
に
落
ち
た
か
も
、
寝
台
か
ら
放
り
出
さ
れ
た
男
が
、
脇
机
で
頭
を
打
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で

は
い
ま
だ
地
震
が
生
じ
ま
せ
ん
。
神
意
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。・
・
・

レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

一
七
五
六
年
二
月
九
日
付
書
簡

宛
先

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
、
ヨ
ハ
ン
・
ヤ
コ
ブ
・
ロ
ッ
タ
ー

発
信

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

・
・
・
こ
こ
に
書
き
添
え
ま
す
が
、
一
月
二
七
日
夕
宵
八
時
頃
に
わ
が
妻
は
男
の
子
を
無
事
出
産
致
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
産
後
処
置

が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
か
な
り
衰
弱
し
ま
し
た
。
神
の
恵
み
に
よ
り
、
い
ま
は
母
子
と
も
元
気
で
い
ま
す
。
貴
殿
に
よ
ろ
し
く
お
伝

え
く
だ
さ
い
、
と
彼
女
は
申
し
ま
す
。
こ
の
子
を
ヨ
ア
ネ
ス
・
ク
リ
ソ
ス
ト
ム
ス
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
と
名
付
け
ま
し

た
。・
・
・

①

リ
ス
ボ
ン
大
地
震
の
八
八
日
後
呱
々
の
声
を
挙
げ
た
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
、
三
歳
と
き
か

ら
チ
ェ
ン
バ
ロ
を
奏
し
、
五
歳
に
し
て
作
曲
を
始
め
た
。
や
が
て
父
レ
オ
ポ
ル
ド
の
同
伴
で
ド
イ
ツ
各
地
へ
の
旅
行
に
出
立
し
、

ベ
ル
ギ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
を
経
て
一
七
六
四
年
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
す
る
。
こ
こ
で
は
英
国
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
に
謁
見
を
賜
り
、
六
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曲
の
ソ
ナ
タ
を
王
妃
シ
ャ
ー
ル
ロ
ッ
ト
に
献
呈
し
た
。
交
響
曲
の
作
曲
や
演
奏
会
の
開
催
を
重
ね
る
一
方
、
八
歳
の
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
は
当
地
の
指
導
的
音
楽
家
ヨ
ハ
ン
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
に
啓
発
さ
れ
、
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
マ
ン
ツ
オ

ー
リ
の
厚
誼
と
指
導
を
う
け
る
。
前
稿
で
述
べ
た
と
お
り
、
こ
の
歌
手
こ
そ
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
の
歌
劇
場
杮
落
し
に
出
演
し
、
リ

ス
ボ
ン
大
地
震
に
遭
遇
し
た
ひ
と
り
で
あ
る
。
一
七
六
四
ー
一
七
六
五
年
度
の
国
王
劇
場
公
演
に
招
請
さ
れ
、
そ
こ
で
の
盛
況

を
レ
オ
ポ
ル
ド
は
羨
望
を
も
っ
て
書
き
残
し
た
。
①

一
七
六
九
年
か
ら
始
ま
る
長
期
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
で
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
父
子
は
、
フ
ィ
レ
ン
チ
ェ
に
お
い
て
マ
ン
ツ
オ
ー
リ
と
再
会
し
、

さ
ら
に
ミ
ラ
ノ
と
ナ
ポ
リ
で
評
判
の
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
、
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ア
プ
リ
ー
レ
の
オ
ペ
ラ
出
演
を
観
劇
す
る
。
一
七
五

三
年
ナ
ポ
リ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ア
プ
リ
ー
レ
は
、
五
年
後
に
マ
ド
リ
ッ
ド
宮
廷
へ
招
請
さ
れ
、
同
年
五
月
三
〇
日
ア
ラ
ン
ジ
ュ
エ

ズ
宮
に
お
い
て
コ
ン
フ
ォ
ル
ト
作
曲
の
歌
劇
『
天
才
の
力
』
を
テ
ノ
ー
ル
歌
手
ラ
ー
フ
と
共
演
し
た
。
フ
ェ
ル
ヂ
ィ
ナ
ン
ド
六
世

が
生
前
に
視
聴
し
た
最
後
の
舞
台
で
あ
る
。
ま
も
な
く
ス
ペ
イ
ン
の
王
妃
と
国
王
が
相
継
い
で
逝
去
し
、
側
近
で
あ
る
音
楽
家

フ
ァ
リ
ネ
リ
は
庇
護
す
る
ラ
ー
フ
お
よ
び
ア
プ
リ
ー
レ
と
と
も
に
一
七
五
九
年
ス
ペ
イ
ン
を
去
っ
た
。

レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
一
七
七
〇
年
三
月
二
七
付
書
簡
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
近
郊
で
の
フ
ァ
リ
ネ
リ
訪
問
を
誌
す
。
イ
タ
リ
ア

へ
帰
国
し
、
ナ
ポ
リ
で
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
あ
と
、
一
七
六
一
年
か
ら
閑
静
な
別
荘
に
隠
棲
し
た
の
で
あ
る
。
革
新
的
な
作
曲
家
グ

ル
ッ
ク
は
一
七
六
三
年
に
、
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
ヨ
ゼ
フ
二
世
は
一
七
六
九
年
に
こ
の
山
房
へ
来
訪
し
た
。
ま
た
、『
十
八
世
紀
音

楽
史
』
の
著
者
シ
ャ
ル
ル
・
ブ
ル
ネ
イ
が
数
度
の
会
見
を
懇
請
し
、
フ
ァ
リ
ネ
リ
の
回
想
を
筆
記
し
た
。
し
か
し
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
父
子

と
の
会
話
が
ど
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
席
で
天
上
の
歌
声
を
聴
け
た
か
否
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。

や
が
て
一
七
七
七
年
二
一
歳
の
彼
は
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司
教
座
宮
廷
音
楽
家
の
職
務
を
離
れ
、
母
親
マ
リ
ア
・
ア
ン
ナ
と
と
も
に

い
わ
ゆ
る
マ
ン
ハ
イ
ム
＝
パ
リ
旅
行
に
出
立
し
た
。
す
で
に
二
八
〇
余
の
作
曲
を
果
し
た
わ
が
子
ア
マ
デ
ウ
ス
に
、
レ
オ
ポ
ル
ド
は
旅
先

の
マ
ン
ハ
イ
ム
に
お
い
て
と
く
に
信
頼
で
き
る
名
士
と
し
て
ア
ン
ト
ン
・
ラ
ー
フ
を
推
挙
し
、
尊
敬
す
べ
き
こ
の
名
歌
手
に
支
援
を
仰
ぐ
助

言
す
る
。

レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

一
七
七
七
年
十
月
十
八
日
付
書
簡

宛
先

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
滞
在
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス

発
信

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

・
・
・
そ
な
た
が
マ
ン
ハ
イ
ム
へ
着
い
て
、
全
幅
に
信
頼
で
き
る
著
名
人
は
ラ
ー
フ
殿
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
は
信
仰
に
篤
く
、
尊
敬
す
べ

き
人
物
で
、
同
胞
た
る
ド
イ
ツ
人
を
愛
し
、
そ
な
た
に
多
大
の
助
言
や
支
援
を
さ
れ
る
と
思
う
。
ラ
ー
フ
殿
の
ご
尽
力
で
、
ど
う
か
選

帝
侯
へ
の
拝
謁
と
冬
期
の
滞
在
が
許
さ
れ
、
そ
な
た
が
真
価
を
発
揮
で
き
る
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
と
念
じ
る
。
こ
の
方
が
最
良
の
助

言
を
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
な
た
も
内
密
な
相
談
が
で
き
る
よ
う
信
頼
を
得
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
ダ
ン
ナ
ー
殿
は

私
の
旧
友
で
懇
意
な
間
柄
で
あ
り
、
喜
ん
で
案
内
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
自
身
の
計
画
を
ラ
ー
フ
殿
以
外
に
は
だ
れ
に
も
漏
ら
し
て
は

な
ら
ぬ
。・
・
・

②

テ
ー
ジ
ョ
王
立
歌
劇
場
の
柿
落
し
に
主
役
を
演
じ
た
テ
ノ
ー
ル
歌
手
ラ
ー
フ
は
、
地
震
発
生
の
以
前
に
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
へ
戻
り
、

フ
ァ
リ
ネ
リ
の
援
護
の
も
と
に
一
七
五
九
年
ま
で
マ
ド
リ
ッ
ド
に
在
留
し
た
。

③
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一
七
五
二
年
か
ら
一
七
五
五
年
ま
で
ア
ン
ト
ン
・
ラ
ー
フ
は
、
リ
ス
ボ
ン
に
お
い
て
ペ
レ
ー
ズ
や
マ
ッ
ゾ
ニ
の
作
曲
に
よ
る
歌
劇
で
歌
っ

た
。
テ
ー
ジ
ョ
歌
劇
場
創
設
の
杮
落
し
に
カ
ッ
フ
ァ
レ
リ
、
ガ
リ
エ
リ
、
レ
イ
ナ
と
並
ん
で
『
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
』

に
共
演
し
、
主
役
を
演
じ
た
こ
と
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
滞
在
に
お
け
る
快
挙
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
怖
る
べ
き
大
地
震
に
よ
っ
て
や
が
て
新
劇

場
は
崩
壊
し
、
ラ
ー
フ
を
は
じ
め
こ
れ
ら
イ
タ
リ
ア
人
歌
手
は
奇
蹟
的
に
生
き
延
び
た
。
こ
の
僥
倖
を
ラ
ー
フ
は
神
に
感
謝
し
、
故
里

に
礼
拝
堂
を
寄
進
し
た
。

マ
ド
リ
ッ
ド
で
フ
ァ
リ
ネ
リ
の
恩
顧
に
よ
り
ラ
ー
フ
は
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
テ
レ
ー
ゼ
・
カ
ス
テ
リ
イ
ニ
と
と
も
に
コ
ン
フ
ォ
ル
ト
作
曲
『
王

女
ニ
テ
テ
ィ
』
を
歌
っ
た
。
こ
の
名
ソ
プ
ラ
ノ
や
、
さ
ら
に
は
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
エ
リ
ジ
や
テ
ノ
ー
ル
歌
手
ド
メ
ニ
コ
・
パ
ン
ザ
ッ
チ
と

と
共
演
す
る
歌
劇
が
定
期
的
に
組
ま
れ
る
。
し
か
し
、
一
七
五
九
年
フ
ァ
リ
ネ
リ
と
と
も
に
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
別
れ
を
告
げ
た
。

ニ
コ
ロ
・
ヨ
ン
メ
ッ
リ
の
歌
劇
『
ア
ッ
テ
ィ
ー
リ
オ
・
レ
ゴ
ー
ロ
』
に
出
演
し
て
以
降
、
一
七
六
〇
年
か
ら
一
七
六
八
年
に
か
け
て
ラ

ー
フ
は
ナ
ポ
リ
で
名
歌
手
と
の
評
価
を
高
め
た
。
サ
ン
・
カ
ル
ロ
劇
場
に
お
い
て
歌
劇
『
ウ
テ
ィ
カ
の
カ
ト
ー
』
と
『
イ
ン
ド
の
ア
レ
ク

サ
ン
ダ
ー
』
の
初
演
で
歌
い
、
こ
れ
ら
の
作
曲
者
で
あ
る
ヨ
ハ
ン
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
（
大
バ
ッ
ハ
の
十
一
男
）
と
親
交
を
結
ぶ
。

〔
中
略
〕

一
七
七
〇
年
ラ
ー
フ
は
選
帝
侯
カ
ル
ロ
・
テ
オ
ド
ー
ル
に
よ
り
マ
ン
ハ
イ
ム
に
招
請
さ
れ
た
。
①

同
年
十
月
三
十
日
マ
ン
ハ
イ
ム
に
到
着
し
た
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
母
子
は
、
た
だ
ち
に
や
旧
知
の
宮
廷
音
楽
家
ダ
ン
ナ
ー
を
通
し
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
奏
者
カ
ン
ナ
ビ
や
テ
ノ
ー
ル
歌
手
ラ
ー
フ
に
紹
介
さ
れ
た
。
マ
リ
ア
・
ア
ン
ナ
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

マ
リ
ア
・
ア
ン
ナ
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

一
七
七
七
年
十
一
月
十
四
日
付
書
簡

宛
先

ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
在
住
レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
宛

マ
ン
ハ
イ
ム
、
一
七
七
七
年
十
一
月
十
四
日

②

ま
も
な
く
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
カ
ン
ナ
ビ
家
令
嬢
の
た
め
ソ
ナ
タ
を
作
曲
す
る
と
と
も
に
、
舞
台
に
お
け
る
ラ
ー
フ
の
ア
リ
ア
歌

唱
を
聴
い
た
。

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
書
簡

宛
先

ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
在
住
レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

マ
ン
ハ
イ
ム
、
一
七
七
八
年
二
月
二
八
日

・
・
・
近
々
作
曲
し
た
ア
リ
ア
を
携
え
て
、
昨
日
ラ
ー
フ
殿
を
訪
ね
ま
し
た
。（
作
品
ケ
ッ
ヘ
ル
二
九
五
）
歌
詞
は
「
美
し
き
敵
よ
、
わ

が
唇
を
信
じ
な
い
な
ら
ば
、」
等
々
。
こ
の
台
詞
は
メ
タ
ス
タ
ジ
オ
の
作
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
ア
リ
ア
は
彼
を
大
層
喜
ば
せ
ま

し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
人
物
に
は
格
別
の
配
慮
を
要
し
ま
す
。
同
じ
歌
詞
に
よ
る
ア
リ
ア
が
す
で
に
彼
の
演
目
に
あ
り
、
敢
え
て
こ
れ
を
選

ん
だ
の
で
す
。
だ
か
ら
私
の
ア
リ
ア
を
よ
り
軽
快
に
、
一
層
欣
然
と
歌
う
は
ず
で
す
。「
声
帯
に
合
わ
ず
、
好
み
に
副
わ
な
け
れ
ば
、
率

直
に
申
さ
れ
よ
。
お
望
み
な
ら
ば
、
修
正
す
る
か
、
新
た
に
作
り
ま
し
ょ
う
。「
そ
の
必
要
は
断
じ
て
な
い
。」
と
彼
は
応
え
ま
し
た
。「
自

分
の
発
声
が
も
は
や
大
曲
に
は
耐
え
得
な
い
の
で
、
願
う
と
す
れ
ば
、
短
縮
し
て
欲
し
い
。」「
お
望
ｍ
ど
お
り
喜
ん
で
短
く
し
ま
し
ょ
う
。



①②

ア
ッ
テ
ィ
ラ
・
チ
ャ
ン
バ
イ

デ
ィ
ト
マ
ル
・
ホ
ラ
ン
ト
編
、
海
老
沢
敏
ほ
か
訳
『
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

イ
ド
メ
ネ
オ
』
音
楽
の
友
社
、

一
八
三
ー
一
八
四
頁
。

③

Brito,op.cit.,pp.26,28,30-31.
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総
じ
て
短
縮
は
易
し
く
、
拡
張
が
難
事
で
あ
る
た
め
、
も
と
も
と
長
い
め
に
作
曲
し
た
の
で
す
。」

ラ
ー
フ
は
第
二
節
を
歌
っ
た
あ
と
、
眼
鏡
を
外
し
て
私
を
見
詰
め
ま
し
た
。「
麗
し
い
、
麗
し
い
！
第
二
節
は
ま
こ
と
に
魅
力
的
だ
。」
か

く
述
べ
て
そ
れ
を
三
度
歌
い
ま
し
た
。
別
れ
を
告
げ
る
と
、
彼
は
鄭
重
に
会
釈
を
し
、
歌
い
易
い
よ
う
ア
リ
ア
を
修
正
す
る
、
と
私
も
約

束
し
ま
し
た
。
①

一
七
八
〇
年
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
宮
廷
か
ら
つ
ぎ
の
謝
肉
祭
の
た
め
オ
ペ
ラ

の
作
曲
を
依
嘱
さ
れ
た
。
ホ
メ
ロ
ス
の
叙
事
詩
『
イ
リ
ア
ッ
ド
』
を
始
原
と
す
る
ク
レ
タ
王
イ
ド
メ
ネ
オ
の
物
語
を
題
材
に
選
ん
だ

の
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
カ
ー
ル
・
テ
ー
オ
ド
ル
ま
た
は
そ
の
側
近
と
さ
れ
る
。
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
は
台
本
の
作
成
を
ザ
ル
ツ

ブ
ル
ク
宮
廷
付
司
祭
ヴ
ァ
レ
ス
タ
に
依
頼
し
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
け
る
作
曲
の
過
程
で
も
原
稿
の
部
分
的
修
正
を
し
ば
し
ば
要
望
し

た
。
ヴ
ァ
レ
ス
タ
へ
の
交
渉
と
父
レ
オ
ポ
ル
ド
が
引
き
受
け
、
わ
が
子
の
作
曲
に
助
言
と
激
励
を
続
け
る
。
②

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
一
七
八
〇
年
十
一
月
十
五
日
付
父
親
宛
書
簡

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
一
七
八
〇
年
十
一
月
十
五
日

敬
愛
す
る
父
上
へ

お
手
紙
を
含
め
、
小
包
す
べ
て
を
た
し
か
に
受
け
取
り
ま
し
た
。
為
替
を
深
謝
し
ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
正
餐
を
自
前
で
摂
ら
ず
に
済

み
ま
す
。
だ
か
ら
理
髪
代
、
鬘
代
、
洗
濯
代
、
そ
れ
に
朝
食
代
の
ほ
か
は
出
費
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
リ
ア
が
素
晴
ら
し
く
な
り
ま
し

た
。
な
お
ひ
と
つ
だ
け
変
更
の
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
ラ
ー
フ
の
た
め
で
す
。
彼
の
申
し
立
て
は
正
し
く
、
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
老
境

の
方
に
は
逆
ら
え
ま
せ
ん
。
ラ
ー
フ
は
昨
日
も
私
の
も
と
へ
き
ま
し
た
。
彼
が
最
初
に
歌
う
ア
リ
ア
を
示
し
た
と
こ
ろ
、
す
こ
ぶ
る
満
足

の
様
子
で
あ
し
た
。
た
だ
し
、
寄
る
年
波
の
た
め
こ
の
ア
リ
ア
と
同
じ
く
、
第
二
幕
の
ア
リ
ア
、「
海
の
果
て
に
も
、
わ
が
胸
に
も
い
ま

ひ
と
つ
海
あ
り
」
で
も
真
価
を
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
第
一
幕
の
ア
リ
ア
で
は
台
詞
の
性
格
に
よ
っ
て
朗
唱
で
き
ず
、
第
三
幕
に
は
も
と
も

と
ア
リ
ア
が
含
ま
れ
ね
た
め
、
最
後
の
台
詞
「
お
お
、
幸
せ
な
る
ク
レ
ー
タ
よ
！
お
お
、
幸
せ
な
る
我
よ
！
」
の
あ
と
で
四
重
唱
に
替

え
て
美
し
い
ア
リ
ア
を
歌
い
た
い
と
、
ラ
ー
フ
は
言
う
の
で
す
。
た
し
に
こ
こ
で
も
無
益
な
旋
律
を
省
け
ば
、
第
三
幕
が
よ
り
効
果
的
に

な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
第
二
幕
最
後
の
場
で
イ
ド
メ
ネ
オ
は
合
唱
と
合
唱
の
間
で
ひ
と
つ
の
ア
リ
ア
、
よ
り
適
切
な
表
現
で
は
ひ
と
つ

の
朗
唱
を
歌
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
器
楽
を
主
と
す
る
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
を
組
む
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
先
日
ル
グ
ラ
ン
と
合
意
し
た

演
技
と
群
衆
に
よ
っ
て
、
こ
の
場
面
は
当
オ
ペ
ラ
の
も
っ
と
も
美
し
い
情
景
と
な
る
は
ず
で
す
。
③


